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はじめに

「新詩集」 「マルテの手記」で代表されるリルケ中期の詩作の核心には「見る」という行為

がみられるが, 「ドウイノの悲歌」 「オルフォイスに捧げるソネット」で代表される.リルケ後期

の創作の基盤には,詩「転向」を境として明確な形をとってゆく「世界内部空間」概念があ

る. 「世界内部空間」概念の成立については,手記「体験」の中で詳細に報告されており,こ

れよりほぼ二週間前に書かれた詩「スペイン三部曲」の中でも,すでにこの概念成立の萌芽を

みることができる.本論では, 「マルテ」以後のリルケ自身の内的危機に触れながら,これら

三つの作品を迫って, 「世界内部空間」概念の成立を述べると共に,いわゆる「世界内部空間」

請(Weltinnenraum-Gedicht)をとりあげて,その意味内容を考察してゆく.最後に, 「ドウィ

ノの悲歌」殊に第八の悲歌を中心に, 「世界内部空間」概念が「開らかれた世界」 (das Offene)

として独自な展開をみせるその有様を述べる.

ベーダ・アレマンは,その著「後期リルケにおける時間と形象」 (1961年)の中で,リルケ

の「世界内部空間」概念を三つの次元に分けて説明している.アレマン以前の研究者達,例え

ばウェルナー・ギュンタrが, 「最も高度な直観(die hochste Intuition)」などと述べて,不

明瞭にしか説明していなかったリルケの「世界内部空間」体験の手続について,アレマンは比

較的明瞭に分析を加え,魔術的な,もしくは例外的な状況の中での直観や感情移入による「但

界内部空間」体験,もしくはリルケ独自の世界認識という従来の解釈を否定しているが,この

点でアレマンのリルケ解釈の意味は大きいと考えられる.アレマンに対しては否定的でありな

がらも,このようなアレマンの研究上の姿勢を受け継ぐ形で,後に,ケ-テ・ハンブルガ-

が,本質直観(Wesensschau)というフッサール現象学の概念を導入しながら, 「見るという
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概念は, ≫内部的直観≪,もしくは神秘的な意味での(in einem mystischen Sinn)直観の

意味は決してもたずに,常に外部世界を認識するという行為(das Wahrnehmen)を意味して

いるのだ」 (Kite Hamburger, Die ph云nomenologische Struktur der Dichtung Rilkes・

in: Philosophic der Dichter, Stuttgart Berlin Koln Mainz, 1966, S. 184)と,リルケ

の「見ること」を定義づけ,フッサ-ル現象学の「志向性」 (Intentionalit云t), 「先験性」

(Transzendentalit云t)と,リルケ文学に表現されている思想性との類似関係を論証すること

によって,より深くより論理的なリルケ解釈を行ってゆく素地をここにみることができるから

である.詩人の「世界内部空間」概念の意味内容及びその展開については,ここでは主に「思

い出」の要素を重視して, 「より高度な時間性」 (die hohere Zeitlichkeit)という時間概念を

リルケ解釈に導入したアレマンの考え方に従って考察してゆくことにする.

〔I〕 「世界内部空間」概念の成立

「世界内部空間」概念の成立に関連しては様々な論述がみられる1913年1月14日に書かれ

た「スペイン三部曲」こそこの概念の礎柱(Grundpfeiler)だとする者1),それよりおよそ二

週間後の2月1日に,同じくスペインのロンダで書かれた手記「体験」の中で初めてリルケは

「世界内部空間」体験(Weltinnenraum-Erfahrung)について詳細に語っていると述べる

者2',そして「この概念(der Begriff)は1914年ないし1922年に成立したが,その理念(die

Idee)はすでに早くから浮んでいた」と論じている者3',などであ一る1914年は,いわゆる

Weltinnenraum-Gedicht (世界内部空間詩)と,そして,リルケが中期から後期に至る詩作

態度の転換を表現した詩転向(Wendung)の書かれた年であり1922年は, 「健界内部空間」

概念が「開らかれた世界」 (das Offene)として展開される第八の悲歌が完成すると共に,罪

十の悲歌まで,ドウイノの悲歌全てが完成した年に当る.

「世界内部空間」概念の成立を,以上のように詩人の作品だけに焦点を絞って探ろうとすれ

ば,それぞれ研究者の立場に従い重点の置き方は異ることになるが,これ等の作品が成立する

に当っては,これ等の作品全てに共通する直接的な動因がみられるのであって,リルケが1912

年ドウイノに滞在したときのいわゆる"体験日がそれである.初めに述べたように,この詩人

自身の"体験"については,手記「体験」の中で詳細に語られている.従って「也界内部空間」.

概念成立の直接的動因となったこの"体験"については後に「手記」を通して詳しく論じるこ

とになるが,この概念成立の間接的とも言うべき他の要因をまずここで述べることにする.

Werk des Gesichts getan

tue nun Herz-Werk4)

と,決断を下すように,詩転向(1914年)の中でリルケが歌うまでには, 「マルテの手記」

「新詩集」で代表される中期の創作態度「見ること」を脱皮して,後期-と発展してゆく苦し

い過程が詩人の内部にあった.リルケは1909年-1910年の冬「マルテ」を書き上げ,以後大観

の始まる四年半の問,熱病にとりつかれたように,エジプト,イタリア,そしてスペイン-と
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旅行する5).一方ではクロツブシュトック,ヘルダ-リン,シュティフクー,クライスト,ビ

ュヒナ-,グンドルフ,ゲーテなどに深い関心を寄せるのである6).リルケがこのように旅行

に駆りたてられ,ドイツ文学史上大きな価値を認められているこれ等文学史家や作家達に関心

を示さずにはおれなかった背景には,彼自身の精神的な危機があった.生と彼自身,そしてあ

らゆるものに対する信頼感の喪失がそれであり,生の無常,死の不安などの感情が,これまで

になく彼を苦しめる7).詩人自身に関するこの辺りの事情は,現代の大都会パリの街を放浪し

ながら自己の存在基盤を探し求める「マルテの手記」に充分表現され尽くされているとも言

える.8)

リルケの手記「体験」 (1913年)について,ウルリヒ・フユレポルンは,ベ-ダ・アレマン

の著「後期リルケにおける時間と形象」 (1961年)と並んでリルケ後期詩の本格的な研究と称

せられる9)その著書「リルケの後期詩の構造の問題」 (1960年)の中で, 「リルケは,この手記

において,自分自身の魂の体験を,明らかなことだが可能な限り客観性をもたせようとして三

人称で書いている.多分彼の後期詩の体験の核心(Erlebniskern)を明示する意図からでもあ

ろう」10)と述べている.すでに引用した詩「転向」の中の「心の仕事」 (Herz-Werk)が「性

界内部空間」体験によって初めて可能となった後期リルケの新しい創作態度であり,この創作

態度から後期の二つの代表作「ドウイノの悲歌」及び「オルフォイスに捧げるソネット」が成

立したいきさつを考え合わせると,イタリアのトリエステ近郊,アドリア海を臨み見るドウイ

ノの館で詩人に生じた"体験"の意味の大きさが理解されると同時に, 「世界内部空間」概念

が,見る(das Schauen)転身(die Verwandlung)委託(der Vortrag)など,いわゆるリ

ルケ的な様々な概念の中でも,最も重要な概念であることは容易に理解される. 「世界内部空

間」概念は,リルケ後期詩の核心であるといえる.

手記「体験」は一部と二部とに分れており,一部においてドウイノの館における体験が報告

され,二部においては,他の同種の体験を思い出の中に探りながら,最後に,喜こび(Freude)

を語り,もの(Dinge)や「自然との交流から生じた個々の事柄を人々に告げること」11)が,

彼の今後の詩的使命であることを予感的に述べるのである.

手記の中で「彼」は,海に続く斜面の上で,一本の樹のまたに覚れかかりながら,突然これ

までに一度も経験したことのない感情に襲われる. 「それはあたかも,樹の内部から,ほとん

ど気付かれないほどの顛動が彼の内部に伝わってくるかのようであった.」 12)彼の内部と外部

健界とが流動し合い調和してゆくこの一種の悦惚状態13)を,彼は「自然の向う側に出てしま

った」14)と表現している.

二部において, 「彼」は過去の同種の思い出について語る. 「彼は,他の南国の庭園(カプ

リ)における一時を思い起した.その時,烏の叫び声は,外部と彼の内部とで同時にひびきわ

たり,いわば彼は肉体の境界で決裂を味うこともなく,内部と外部とをまとめて断絶のない一

つの空間を出現させた.その空間の中では,最も純粋で深い意識の唯一の場所だけがひそかに

守られているのだった」15)
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カプリでの思い出を語ったこの部分では,リルケは烏の叫び声を媒介として,人間の内部と

外部とを貫き通る普遍的とも言うべき空間について述べている.このような空間体験は, 「自

然の向う側に出てしまった」という表現の通り,通常の意識の枠を取り払った状態の中で生じ

るのであるが, 「ひそかに守られている」 「最も純粋で深い意識の唯一の場所」が, 「世界内部

空間」体験を可能にする意識の場所であり16)また,その意識は, 「自然との交流から生じた

個々の事柄を人々に告げる」役割をも果すことになる.ここに後期リルケ詩の源泉をみること

ができるのである.

すでに「手記」の二部で明らかなように,リルケの「他界内部空間」体験に付随している

「思い出」の要素を殊に重要視して,後期リルケ詩の空間と時間との関連を論じているベ-ダ

・アレマンは, 「カプリにおいてはじめて,他界内部空間体験の古典的形成がなされたのだ」17)

と述べ,この概念形成の萌芽はすでに久しい以前18)である.としている.思い出の領域にま

で立ち入って,その成立の起源を探るとすれば,ここでアレマンの論も重視しなければならな

いが,本論では,リルケ自身のドウイノの館での"体験"から手記「体験」 -と続く明確で具

体的な事実をたどることが目的である.

手記「体験」におよそ二週間先立って歌われたスペイン三部曲(Die Spanische Trilogie)

では,その〔I〕で, 「ものを作らし給え」 (einDingzumachen)と主(Herr)に呼びかけ

た後,その〔Ⅱ〕において,牧人(einHirt)の姿が描写される.

so ausgesetzt dem Ubermal3 von Einfluβ,

beteiligt so an diesem Raum voll Vorgang,

daB er gelehnt an einem Baum der Landschaft

sein Schicksal h云tte, ohne mehr zu handeln.195

「風景のもつ一本の樹に覚れかかった」彼,すなわち牧人の姿は,読む者に「体験」の中の

「彼」を思い起させずにはいない. 「外部の過剰な影響にさらされ」, 「もはや行動をしない運

命」をもつ牧人は詩人(der Dichter)の象徴である20)さらに,

Da steht er n云chstens auf und hat den Ruf

des Vogels drauBen schon in semem Dasem

und fiihlt sich kiihn, weil er die ganzen Sterne

in sein Gesicht nimmt, schwer--,21)

戸外の烏の声が彼の存在の内部に入り込み,外界と内界との境界が失なわれたこの新しい次

元の空間体験もまた,すでに述べた手記「体験」の中で報告されたものと一致している.

「世界内部空間」概念の成立については,思い出の領域は別にして22)リルケのドウイノ

の館での事実上の体験が起点となり,作品の上からは,それが「スペイン三部曲」において或

る程度具体的に表現され,続いて手記「体験」の中で詳細に報告される,という過程をみるこ

とが可能である.
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〔Il〕 「世界内部空間」

「ドウイノの悲歌」が完成した1922年2月,従って「開らかれた世界」 (das Offene)が歌

われる第八の悲歌とほぼ同じ月日に書かれた第七の悲歌の中に,次のようなよく知られた詩句

がある.

Niergends, Geliebte, wird Welt sein, als innen Unser

Leben geht hin mit Verwandlung. Und immer geringer

schwindet das Auβen.23)

"Und immer geringer / schwindet das AuBen."については様々な解釈があるが24)

「ドウィノの悲歌」全篇の帰結であり最頂点だと見なされる第九の悲歌の最終部分, 「眼に見

えないものとなってわれわれの内部で整えること」,つまり転身(Verwandlung)こそ,おま

えの望むところではないか,と大地(Erde)に呼びかける部分25)と考え合わせると,この

詩句は悲歌全体の流れとしても,転身(Verwandlung)という言葉に直接関連している意味

内容に解釈せざるを得ない.内部と外部との境界が失なわれ,転身によって外部世界が内面

化されて,より少なくなり消え去るというのであり,引用した詩句全体としては,この転身

(Verwandlung)の行われる内部世界の力もしくは偉大さが費えられているものと解釈でき

る.第七の悲歌では,このように外部性界が内面化されるといういわば外から内-の図式が考

えられる.また逆に,リルケの中期から後期に至る詩作態度の転換を示した詩転向(Wendung)

の中の「心の仕事」 (Herz-Werk)という表現が示すように,この「転身」を行う内部の外部

世界に対する態動的な働らきかけ,いわば内から外への図式も見逃がされてはならない.

同様に, Es winkt zu Fiihlung fast aus alien Dingenで始まり,一般にWeltinnenraum-

Gedicht (世界内部空間詩) (1914年)と呼ばれている作品の中に次のような部分がある.

Durch alle Wesen reicht der eine Raum;

Weltinnenraum. Die Vogel fliegen still

durch uns hindurch. O, der ich wachsen will,

ich seh hinaus, und in mir w云chst der Baum.261

アレマンはこれ等の詩句について, 「この場合ただ単に,外部世界の内面化ということだけ

が問題であるわけではない,その逆の行為も,つまり内面を外部の事物に投げかけるという行

為もまた,健界内部空間概念の全体を構成する部分なのである.」27)と述べ,続いて, 「世界

内部空間」概念を三つの次元に分けて説明している.例えば, 「健界内部空間」 (Weltinnen-

raum, Berlin, 1952)の著者ウェルナー・ギュンクーが, 「最も高度な直観の中で体験される

ザインのあらゆる場所を,リルケは性界内部空間と呼んでいる.」28)と述べるなど,リルケの

研究者達が,これまで不明瞭にしか説明していなかった詩人の「世界内部空間」体験の手続に

ついて,アレマンは比較的詳細に説明を加えているのである.

アレマンによれば,上に引用した「健界内部空間詩」の詩句からも明らかなように,まず第

一にリルケは,空間を静的なものとしてとらえず,烏や木など全ての事物を動的なものとして
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とらえている29)第二に詩人は,この動的な空間に対置される客観的な位置にあるのではな

くて,詩人自身もこの動的な空間に組み込まれた存在である.但しリルケは,内部と外部との

境界を,魔術的な直観や感情移入で越えるわけではなくて,それにははっきりと規定される形

式が見られる.つまり, 「彼は自分自身を動かして(sich selber bewegen),外部世界の事物

の動きに合わせ(teilnehmen),それ等を内面化する.それから逆に,内部空間を投げ出すこ

とによって事物が初めて形態へと高められる.」30)というのである.アレマンが,ギュンタ-

の「最も高度な直観」 (die hochste Intuition)というあいまいな表現を克服する形で,リル

ケの創作態度をより深く具体的に解明しよう▼とした意味は大きい.しかしそれがさらにより明

確に論理化されるには,フッサ-ルの現象学との関連でリルケを論じたケ-テ・-ンブルガ-

の, 「リルケ文学の現象学的構造」 (K云te Hamburger; Die ph云nomenologische Struktur

der Dichtung Rilkes, 1966)を侯たなければならない.本論ではひとまずアレマンの論に従

って考えてゆきたい.アレマンはさらに,第三に,リルケの世界内部空間は,過去の思い出に

よって初めて現実のものとなる空間であると述べて31) 「世界内部空間詩」 (Weltinnenraum-

Gedicht)の第-節にある「思い出せ」 (Gedenk!)という命令形の言葉を殊の外重要視してい

る. 「このような思い出がなければ,世界内部空間は生じない.われわれはまさに,世界内部

空間は,結局,回想もしくは思い出の次元の中に在るということができる」32)と述べて,ア

レマンは心理学でいうD6jA-Vu現象をこの「世界内部空間」体験に関連づけている. 「世界

内部空間」体験においては,内界と外界すなわち,主体と客体との境界が失なわれるのと同様

に,思い出によって,われわれが日常体験しているいわゆる"時間" (アレマンはChronome-

terzeitと表現している33)が示す過去と現実との境界も失なわれる.そして,この目常的な

"時間日の背後に,過去から未来まで全てを包括するより大きな時間(die groβere Zeit des

ganzen Umkreises34) )が意識されるというのである.

「健界内部空間詩」の第二節

Wer rechnet unseren Ertrag? Wer trennt

uns von den alten, den vergangenen Jahren?

過去は単なる過去ではない,われわれは, 「より大きな時間」の流れの中で過去と結びついて

いる.思い出による「より大きな時間」35)の体験,これがアレマンの言う「恒界内部空間」体

験の第三のしかももっとも重要な要素であり,アレマンは,「世界内部空間」(Weltinnenraum)

は,より正確には, 「世界内部時間空間」 (Weltinnenzeitraum)と呼ぶべきところだとも述べ

ている36)

〔III〕 「世界内部空間」概念の展開

リルケ後期詩の核心である「世界内部空間」概念は,第八の悲歌において, 「開らかれた世

界」 (das offene)として独自な展開をみせている37)

Mit alien Augen sieht die Kreatur
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das Offene. Nur unsere Augen sind

wie umgekehrt38>

生きものは全ての眼で「開らかれた世界」を見ており,われわれの眼だけが逆の方向を見て

いる.というこの第八の悲歌冒頭の句は,生きものと人間との存在様式を対比しながら, 「開

らかれた世界」について語り,終始それへの参入を希求してゆくこの悲歌のモチ-フの性格を

如実に示している.

Frei von Tod.

Ihn sehen wir allein; das freie Tier

hat seinen Untergang stets hinter sich

und vor sich Gott, und wenn es geht, so geht es in Ewigkeit39)

死にとらえられない自由な存在として,動物は,・自己の前に神を見,永遠の中-歩いてゆ

く.

Dieses heil3t Schicksal: gegeniibersein

und nichts als das und immer gegeniiber40)

動物と異って意識の枠をもつわれわれ人間は常に,解釈され定義づけられ,閉ざされた世界

の中で全てに向い合って生きている.これがわれわれの運命だ,というのである.第八の悲歌

では,このように「神」 「永遠」という言葉以外にも, 「開らかれた世界」を象徴する表現と

して, 「純粋な空間」 (der reine Raum), 「否定のないどこでもないところ」 (Nirgends ohne

nichts), 「第-の故郷」 (die erste Heimat)などが使われている.いずれも,われわれ人間

がもっているような意識(BewulBtheit unserer art)をもたない動物達だけが見ることのでき

る他界であり,そこには主体と客体との対立葛藤もなければ,生の終鳶を意味する死という概

念も存在しない.空間と時間とを越えた世界,これが動物の見る「開らかれた世界」 (das

Offene)である.一方われわれ人間は, 「運命」 (Schicksal)の中で,全てが隔りである

(Hier ist alles Abstand)第二の故郷(die zweite)を住みかとしている.アレマンは, 「運

命」は「時間内存在」 (≫in-der-ZeiトSein≪)と同義であるとし41)また「隔り」は「単に

空間的に向い合っている(Gegeniibersein)ことだけを意味するのではなくて,もっと根本的

に,時間的な隔り;っまり根源(Ursprung)からの疎隔を意味しているのだ」42)と述べ,シ

ュタイナーは,人は「運命」を外界との出会いによって体験するが,外界との出会いは決して

持続的なものではないから,従って「運命」は,われわれの存在の無常性を表現している言葉

だと解釈している43)人間は,日々生を営み,そして終いには死に至る存在者のために作ら

れた,いわゆる"時間"の中で,あらゆる対立を内部に学みながら生きる運命をもつ.アレマ

ンの言う「根源」は,作品の上からは, 「第一の故郷」もしくは「開らかれた世界」である.

リルケは,この第八の悲歌の中で, 「生きもの」 (die Kreatur)をさらに具体的に三段階に

分けて, 「開らかれた也界」に対するそれぞれ異った関連の仕方を歌っている.リルケによ

ると,自然の大地をそのまま母胎として生まれ成長してゆく小さな生きもの(die kleine
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Kreatur),すなわち蚊(die Miicke)は至福である.その卵を大地に抱かれながらも,反面親

鳥の羽根で庇護され温められてはじめて産まれ出る烏は半端な安定(die halbe Sicherheit)

しかもたない存在であり,そして第三に,大地からほ完全に離れた母胎から生まれる動物は,

われわれ人間と同様に「思い出」という大きな憂愁の重みと不安(Gewicht und Sorge einer

groBen Schwermut)にまといつかれて, 「第-の故郷」からは最も離れた位置にある.この

ように高等動物を「第一の故郷」から遠ざけているものは「思い出」だという考え方は,他方

では・ 「第-の故郷」に参入するには「思い出」を手段とする以外にはないという「思い出」

の二面性を示唆した表現だと解釈される44)

「思い出」による「より大きな時間」の体験が, 「世界内部空間」体験の重要な要素だとい

うアレマンの見解をすでにわれわれはみてきたが,同様にシュタイナーもまた, 「より深い意味

の時間(die Zeit tieferen Sinns)は,内部で高められた時間,すなわち思い出された時間であ

り,それが開らかれた世界を出現させる. -リルケの考えに合致する愛の関連(Liebesbezug)

があるところでは常に,世界は,このような包括的な意味での思い出の中に止揚されてい

る」45)と述べて,生命の根源である円現で至福な自然という母胎を思い起すこと,つまり思い

出による「より深い意味での時間」体験が, 「開らかれた世界」の体験であるという解釈をし

ているのである.
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